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新
春
の
劈
頭
を
飾
る
平
成
24
年
美
郷
町
消
防
出
初
式

が
、
１
月
５
日
、
西
郷
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
岩
田
団
長
以
下
３
分
団
20
箇
部
、
２
７
８

名
の
団
員
が
、
通
常
点
検
及
び
一
斉
放
水
に
よ
り
、
点
検

長
で
あ
る
菊
田
町
長
か
ら
点
検
を
受
け
ま
し
た
。�

　
災
害
の
大
規
模
・
複
雑
化
、
ま
た
少
子
高
齢
化
社
会

が
進
行
し
て
い
る
今
日
に
お
い
て
は
、
本
町
唯
一
の
消
防

機
関
で
あ
る
消
防
団
の
任
務
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。�

　
町
民
の
生
命
・
財
産
の
保
護
と
消
防
防
災
活
動
を
担
っ

て
い
る
消
防
団
活
動
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
な
お
、
定
例
表
彰
、
感
謝
状
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。�
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奈須智晃選手�

：
�

　12月18日に開催されました日向市駅伝競走大会（日向市陸上競技協会主催）において、スポーツ少年団
陸上クラブの西郷アスリートが小学生男子の部で優勝しました。また、前回大会に続き、西郷中学校も中
学生男子の部で優勝しました。�

　「
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
仲
間
と

の
絆
と
地
元
関
係
者
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
胸
に
、
夢
と
希
望

あ
ふ
れ
る
明
る
い
宮
崎
の
未

来
に
向
け
て
力
の
限
り
最
後

ま
で
走
り
抜
き
ま
す
！
」と
南

郷
区
の
田
中
和
広
さ
ん
、
舞

さ
ん
、
蘭
さ
ん
親
子
に
よ
る
力

強
い
選
手
宣
誓
に
よ
り
幕
が

上
が
っ
た
第
２
回
宮
崎
県
市

町
村
対
抗
駅
伝
大
会
は
、
快

晴
の
下
１
月
９
日
午
前
10
時

に
宮
崎
県
庁
前
を
市
町
村
代

表
の
36
チ
ー
ム
が
一
斉
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。�

　
１
区
か
ら
３
区
の
混
戦
状

態
か
ら
４
区
の
下
村
英
治
さ

ん
が
７
人
抜
き
の
力
走
で
全

体
の
順
位
を
10
位
に
上
げ
、
５

区
と
７
区
の
中
学
生
区
間
で
、

徳
田
昌
哉
さ
ん
と
奈
須
智
晃

さ
ん
が
、
区
間
賞
を
獲
得
す

る
走
り
で
さ
ら
に
順
位
を
あ

げ
出
走
し
た
全
選
手
が
最
後

ま
で
全
力
で
タ
ス
キ
を
繋
ぎ

ま
し
た
。
結
果
、
全
体
で
は
８

位
、
県
北
の
市
町
村
の
な
か
で

は
、
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
す
る
と

い
う
昨
年
を
上
回
る
好
成
績

を
残
し
ま
し
た
。�

　
最
後
ま
で
、
無
事
に
タ
ス
キ

を
繋
い
だ
選
手
の
皆
さ
ん
は
、

安
堵
の
表
情
と
共
に
次
回
大
会

に
向
け
て
更
な
る
活
躍
を
目
指

す
意
欲
の
あ
る
言
葉
を
口
々
に

し
て
い
ま
し
た
。
監
督
を
務
め

た
甲
斐
和
夫
体
育
協
会
長
は「
前

回
に
続
き
町
村
で
３
位
、
全
体

で
昨
年
よ
り
も
よ
い
成
績
が
出

せ
た
の
で
美
郷
町
チ
ー
ム
の
実

力
が
証
明
さ
れ
た
と
思
う
。
次

年
度
は
更
に
上
位
を
目
指
し
た

い
」と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。�

　
早
い
時
期
か
ら
の
選
手
選
考
、

合
同
練
習
と
多
く
の
方
々
に
ご

支
援
・
ご
協
力
を
頂
き
今
回
の

成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
写
真

提
供:

宮
崎
日
日
新
聞
社
）�

（
生
涯
学
習
課
）�
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美
郷
町
南
郷
区
・
渡
川
地
区
で

歌
い
継
が
れ
て
き
た
民
謡「
ひ
え

ち
ぎ
り
唄
」を
伝
承
す
る
第
４
回

百
済
の
里
ひ
え
ち
ぎ
り
唄
全
国

大
会
が
12
月
４
日（
日
）、
南
郷
区

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
で
盛
会
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
は
今
年
で
通
算
13
回
を

数
え
、
全
国
大
会
と
し
て
は
第
４

回
目
と
な
り
ま
し
た
。�

　
今
回
大
会
で
は
、「
少
年
少
女

の
部
」（
中
学
生
ま
で
）、「
青
・
壮

年
の
部
」（
63
歳
以
下
）、「
実
年
の

部
」（
64
〜
72
歳
）、「
寿
年
の
部
」

（
73
歳
以
上
）の
年
齢
別
４
部
門
に
、

下
は
３
歳
か
ら
上
は
89
歳
の
方
ま

で
、
遠
く
は
愛
知
県
か
ら
町
内
外

総
勢
２
３
７
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し

ま
し
た
。�

　
雰
囲
気
を
演
出
す
る
た
め
に
、

民
具
な
ど
を
飾
っ
た
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
出
場
者
が
か
す
り
の
着
物
や

作
業
着
姿
等
で
登
場
し
、
哀
調
深

い
三
味
線
と
尺
八
の
音
に
合
わ
せ

て
日
ご
ろ
鍛
え
た
の
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。�

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
南
郷
区
上
渡
川
の
松
田
哲
雄

さ
ん
に
よ
る
ひ
え
ち
ぎ
り
元
唄
、

渡
川
ひ
え
ち
ぎ
り
唄
・
踊
り
保
存

会
に
よ
る
ひ
え
ち
ぎ
り
踊
り
が
大

会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。�

　
今
大
会
の
優
勝
者
は「
少
年
少

女
の
部
」竹
中
杏
樹
さ
ん（
日
向
市
）、

「
寿
年
の
部
」山
口
重
利
さ
ん（
西

都
市
）、「
実
年
の
部
」中
田
智
保
子

さ
ん（
日
向
市
）、「
青
・
壮
年
の
部
」

那
須
記
男
さ
ん（
日
向
市
）で
し
た
。�

こ
の
大
会
の
運
営
に
は
大
会
実
行

委
員
の
方
々
を
始
め
、
民
謡
会
や

町
内
の
有
志
の
方
々
が
献
身
的
に

支
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。こ
の

場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。�

��

　
去
る
12
月
９
日
に
美
郷
南
学
園
で
人
権
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
当
日
は
、
幼
稚
園
児
か
ら
小
学
四
年
生
ま
で
の

児
童
56
名
が
参
加
し
、
美
郷
町
の
人
権
擁
護
委
員

３
名
か
ら
人
権
に
関
す
る
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
い
じ
め
を
テ
ー
マ
に
し
た
D
V
D
の
視

聴
や
、
人
権
カ
ル
タ
な
ど
も
行
わ
れ
、
遊
び
を
通

し
て
楽
し
み
な
が
ら「
思
い
や
り
の
心
」の
大
事
さ

を
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
で
す
。�

　
郷
土
の
歌
人「
小
野
葉
桜
」の
顕
彰
と
日
本
古
来
の
か
る

た
遊
び
を
通
じ
て
短
歌
に
親
し
み
つ
つ
豊
な
表
現
力
を
培
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
西
郷
区
小
中
学
生
に
よ
る
新
春
葉
桜

か
る
た
大
会
が
１
月
６
日
に
西
郷
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
は
、
田
代
小
よ
り
３
年
生
以
上
74
名
、
西
郷
中
よ
り

１
・
２
年
生
35
名

が
競
技
者
と
し

て
中
学
３
年
生

が
審
判
と
詠
み

手
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。�

　
競
技
は
３
部

門
に
分
か
れ
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
で
行
な
わ
れ
、

子
ど
も
達
は
寒

い
会
場
の
中
で

緊
張
感
の
漂
う

熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。�

�



　
12
月
20
日（
火
）に「
美
郷
町
子
ど
も
議
会
」が
美

郷
町
議
会
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
美
郷

町
内
の
３
校
の
中
学
校
３
年
生
47
名
が
議
員
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
こ
れ
ま
で
学
習
し
た「
美

郷
科
」の
集
大
成
と
し
て
４
名
か
ら
６
名
の
９
班
に

分
か
れ
、
議
長
役
に
大
野
宏
海
さ
ん（
西
郷
中
）、
副

議
長
に
森
川
和
さ
ん（
同
）と
し
、
美
郷
町
の
現
状

や
課
題
を
取
り
上
げ
質
問
や
提
言
を
行
い
ま
し
た
。�

　
生
徒
た
ち
は
、こ
の
子
ど
も
議
会
を
迎
え
る
ま
で

に
年
度
当
初
か
ら
準
備
を
行
い
、
地
域
の
方
々
に
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
準
備
を
進
め
、
自
分
た
ち
の
町
を
こ
う
し
た
方
が

良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
言
を
行
い
ま
し
た
。�

　
１
班（
美
郷
南
学
園
）は
、
町
お
こ
し
に
利
用
す

る
予
算
や
既
存
の
企
業
へ
の
融
資
状
況
に
触
れ
、
地

域
特
有
の
条
件
を
生
か
し
た
ぶ
ど
う
の
栽
培
を
推

進
し
、
水
生
産
販
売
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
ワ
イ
ン
作

り
を
提
言
し
ま
し
た
。
６
班（
西
郷
中
）は
減
少
す

る
児
童
生
徒
問
題
に
つ
い
て
、
美
郷
町
の
自
然
や
文

化
の
良
さ
を
町
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
少
し
で
も
定

住
者
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
と
提
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
７
班（
北
郷
中
）は
昂
ド
ー
ム
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
、
県
内
の
同
様
施
設
の
運
営
状
況
を
調
査

し
、
近
く
の
宿
泊
施
設
と
連
携
を
し
た
イ
ベ
ン
ト
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
Ｐ
Ｒ
の
充
実
を
提
言
し
ま
し

た
。�

　
各
班
の
地
域
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
聞
い
た
町

長
は
、「
身
に
し
み
る
質
問
や
、
提
言
を
い
た
だ
い

た
。
参
考
に
し
た
い
。
」と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。こ

の
子
ど
も
た
ち
が
美
郷
町
を
愛
し
続
け
、
将
来
の

地
域
を
担
う
大
人
と
し
て
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。�

�

　
平
成
24
年
美
郷
町
成
人
証
書
授
与
式
が
１
月
３
日

に
西
郷
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
新
成

人
50
名（
男
26
名
・
女
24
名
）が
出
席
し
ま
し
た
。�

　
町
長
が
新
成
人
全
員
に
成
人
証
書
を
手
渡
し「
将

来
の
美
郷
町
を
担
う
若
い
力
を
持
っ
た
皆
さ
ん
に
大
い

に
期
待
し
ま
す
。
」と
祝
辞
を
送
り
ま
し
た
。こ
れ
を
受

け
、
南
郷
区
の
小
竹
慎
吾
さ
ん
が
新
成
人
を
代
表
し
て

「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
様
子
を
見
て
故
郷
の
大

切
さ
を
実
感
し
た
。
町
の
未
来
を
担
う
自
覚
と
責
任
を

持
っ
て
強
く
生
き
て
い
く
」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。�

　
来
賓
の
方
々
や
保
護
者
・
友
人
も
多
数
同
席
し
、
終

始
和
や
か
な
式
典
に
な
り
ま
し
た
。�

��

ピック病を発症したことによる混乱、苦悩、偏見。
その中で家族はどのように再生を果たしてい
ったのか。感動の手記。�

ナチス・ドイツの占領下。ユダヤ人少女に送
られた父親の愛情あふれた手紙とともに、戦
争の日 を々回想する貴重なドキュメント。�

※利用したい図書等のご要望がございましたら、お近くの図書館（室）にお気軽にご連絡下さい。      �
　参考にさせて頂きます。      

　
標
高
１,
３
４
２
ｍ
を
誇
る
天
孫

降
臨
伝
説
の
霊
山
・
諸
塚
山
。
朝

日
森
林
文
化
賞
優
秀
賞
受
賞
及

び
宮
崎
百
山
選
定
記
念
に「
日
本

一
早
い
！
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
始
め
ら
れ
た
山
開
き
を
今
年
も

３
月
第
１
日
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。�

　
往
復
約
１
時
間
半
の
初
心
者
に

も
や
さ
し
い
登
山
道
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
途
中
に
は
阿
蘇
ま

で
望
め
る
絶
景 

ポ
イ
ン
ト
も
！ 

ま

た
、
式
典
会
場
で
は
郷
土
芸
能
、

受
付
・
交
流
会
場
で
は
諸
塚
の
山

の
恵
み
や
地
元
住
民
と
の
交
流
ま
で
楽
し
め
ま
す
。�

　
初
春
の
凛
と
し
た
山
頂
の
空
気
、
深
呼
吸
し
て
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
!!
会
場
で
み
な
さ
ん
の
笑
顔
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
心
か

ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

�





�

　　寒い時期に入り、路面の凍結によるスリップや低温によ
り体の動きが鈍くなるなど、事故の起きる可能性が高くなっ
てきます。�
　県内でも、先月で３件の死亡事故が発生しております。�
　農作業事故防止に向けて、作業に適した服装や、機械の
日常点検・定期点検は必ず行ないましょう。�
�

　軽自動車税は、4
月1日現在の所有者
に課税されます。廃
車及び異動の申告は
3月末までに！！�
�



�

 

　「南郷温泉　山霧」では、温泉
設備、及び源泉の改修工事の為、
2月2日（木）から2月9日（木）までの
8日間、お休み（休館）とさせてい
ただきます。改修工事終了後の2
月10日（金）からリニューアルオー
プンを予定しておりますので、ぜ
ひ、おこしください。�

　シニアスポ－ツ等を通じて高齢者の健康づくり・生きがいづくり・社会参加の促進を目的とした「宮崎
ねんりんピック２０１２」が５月２０日～２１日にかけて開催されます。�
　ねんりんピックは、６０歳以上の方々を中心としたスポ－ツ・文化・健康・福祉の総合的な祭典です。
次のとおり参加募集を行いますので奮ってご参加下さい。なお、募集要項及び参加申込書につきまして
は各支所健康福祉課窓口にて配布しています。�
�

　宮崎県委託チャイルドシート使用及びシートベルト着用普及推進員、日向自動車学校所属の山本英
次です。�
　皆さんは、「サンキュー事故」という言葉をご存知でしょうか？�
��
�例1. 交差点で右折したいけれど、対向車が途切れなくて右折できない。�
�　　 そんな時、気を利かせてくれた対向車がパッシングしてくれて「右折していいよ」の合図。�
�　　 対向車のドライバーに感謝しつつ、軽く会釈して右折したら対向車の影からバイクが飛び出して
　　　 衝突！�
��
�例2. 広い直線道路で、前を走る車が左側に寄りながらウィンカーを出して「追い越してください」の合図。�
�　　 前の車に感謝しつつ、追い越そうとしたら対向車が迫っていて正面衝突！�
�　�
�例1.の対向車のドライバー、例2.の前方車のドライバー共に「お先にどうぞ」という善意の気持ちで譲っ
てくれたはずです。�
�しかし、予想もしない事故がおきてしまう・・・�
�これが、「サンキュー事故」です。�
�事故はドライバーの不注意や軽率な行動で起こることが多いです。�
�しかし「善意」が、事故のきっかけになることもあるのです。�
�事故は、いつなんどき起きても不思議ではありません。�
�交通マナーを守ること、安全確認などもう一度、自分の運転を見直してみませんか？�
�もちろん、全席シートベルト、チャイルドシートもお忘れなく！�
�



　　　美郷町食生活改善推進協議会（黒木洋子会長）は、１２月７日（水）に南郷総合保健センターにおい
て「高血圧予防教室」を開催し１７名の参加をいただきました。      �
　教室は生活習慣病を防ぐための生活習慣の見直しやなぜ減塩が必要なのかの講話、昆布や生姜、濃
いだし汁を使って薄味でもおいしく食べられる健康レシピの調理実習を行いました。      �
　参加された皆さんは、「塩分の取りすぎに気づいた。調味料の使いすぎに気をつけ歩くなどの運動をし
なくてはと思った。」等の感想をいただきました。      �
　高血圧予防には日常生活のちょっとした工夫も大切で、減塩に心がけバランスのよい食事で血管を強
化し健康寿命を延ばしましょう。      



�

　2月17日～23日は、「アレルギー週間」です。�
　からだには、体外から入ってきた異物（抗原）を排除し、からだを守る「免疫機能」があります。異物
が細菌やウイルスなどの場合に通常は反応しないようなものにまで過剰に反応することを「アレルギー」
といいます。アレルギー疾患には、アレルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎、アトピー性皮膚炎、ぜん
息などがあります。�
　特定の原因物質がある場合もありますが、仕事による生活環境全般の変化や過労、精神的なスト
レスなども原因になります。また、今症状がなくても今後、発症することも考えられます。何が原因か
をはっきりさせ、早めに治療を受けることが大切です。�
�

　西郷病院では、平成24年2月2日より３月末まで毎週木曜日
の午後2時から4時まで、【医療なんでも相談コーナー】を無
料で開催いたします。�
　相談については、医師が行いますので、日頃 体について
気になっていること、また、診療の時に聞けなかったことや、
悩んでいることなど、何でもお気軽にご相談下さい。�
�
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